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制作の背景と目的

事前学習と事例分析
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テスターの制作

目を惹くの定義
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制作プロセス

テスターの制作 プレ作品の制作と展示 印象調査 最終制作と展示
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プレ作品制作と展示

印象調査
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目を惹く要素

最終制作と結論
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単色のベタ塗り
面積が大きい

目を惹くビジュアルの要素
フェーズ１
注意を引く

フェーズ２
考えさせる

フェーズ３
心を掴む

繊細な細部表現 ◎◎

質感を想起させる
テクスチャ ◎

カラフルな配色 ◎◎

モアレなどの
視覚的な刺激 ○◎

◎

個人の好みの
スタイル ☆ ☆ ☆

複雑なモチーフ ○◎○

余白が効果的な構図 ◎△

ちょうど良い情報量 ◎△

モチーフが
わかりやすい構図 ○ △ △

はっきりとした
コントラスト ◎ △ △

モチーフの立体感 ◎△

◎ / 非常に有効 ○ / 有効 △ / 場合によって有効 ☆ / 個人によって有効


